
氏
名
・
団
役
職

区
議
団
長

鈴
木
け
ん
い
ち

都
議
会
議
員
・
都
市
整
備
委
員

大
島 

よ
し
え

住

　
　
　所

《
自
宅
》

足
立
区
青
井

一
‐
四
‐
一
〇

☎（
五
八
八
八
）三
五
二
二

《
事
務
所
》
足
立
区
千
住
龍
田
町
八
‐
一

☎（
三
八
七
九
）
三
六
二
九

《
自
宅
》

足
立
区
伊
興

一
‐
五
‐
三

☎（
三
八
五
四
）七
一
五
九

《
事
務
所
》

足
立
区
西
伊
興

四
‐
七
‐
八

☎（
三
八
五
五
）一
五
八
七

《
自
宅
》

足
立
区
花
畑

六
‐
二
〇
‐
一

☎（
三
八
五
九
）六
九
五
二

《
自
宅
》

足
立
区
梅
田

六
‐
一
四
‐
一
二

☎（
三
八
八
六
）七
三
三
一

《
自
宅
》

足
立
区
江
北

七
‐
二
三
‐
二

☎（
五
六
九
一
）五
九
五
五

《
事
務
所
》

足
立
区
千
住
旭
町

二
〇
‐
一
二

☎（
三
八
七
〇
）四
五
四
七

幹
事
長

ぬ
か
が
和
子

政
調
委
員
長

針
谷
み
き
お

副
幹
事
長

団
ニ
ュ
ー
ス
編
集
長

伊
藤

　和
彦

政
調
委
員

団
ニ
ュ
ー
ス
編
集
委
員

橋
本
ミ
チ
子

政
調
委
員

団
ニ
ュ
ー
ス
編
集
委
員

さ
と
う
純
子

政
調
委
員

団
ニ
ュ
ー
ス
編
集
委
員

浅
子
け
い
子

く
ら
し
の
相
談
は
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
へ

0
3（
3
8
8
0
）5
7
7
0

く
ら
し
の
相
談
は
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
へ

0
3（
3
8
8
0
）5
7
7
0

　二
〇
一
二
年
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し

は
、
区
民
に
負
担
増
と
給
付
減
を
求
め
る
も
の

で
到
底
認
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
で
す
。

　日
本
共
産
党
は
区
民
が
安
心
し
て
介
護
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
計
画
的
な
増
設
を
求
め
ま
し
た
。

　大
学
生
の
就
職
内
定
率
は
最
悪
の
57
・

６
％
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
卒
業
す
る

若
者
の
第
一
歩
が
「
失
業
者
」
と
な
ら
な

い
よ
う
区
政
の
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
を
保
育
園
に
預
け
て
働
き
た
い
」
の
願

い
が
殺
到
し
、
認
可
保
育
園
を
希
望
し
て
も
入
園
で

き
な
い
乳
幼
児
は
過
去
最
高
に
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
区
は
認
可
保
育
園
を
つ
く
ら
ず
、
今
あ

る
区
立
保
育
園
で
さ
え
減
ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
待
機
児
解
消
は
「
認
可
保
育
所
の
増

設
を
柱
に
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　二
〇
一
一
年
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
安
心
し
て
く
ら
せ
る

政
治
に
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
の
年
で
す
。

　足
立
区
は
、
苦
し
い
区
民
の
生
活
を
よ
そ
に
た
め
込
ん
だ
基
金
は

９
７
３
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

　そ
の
一
方
で｢

お
金
が
な
い｣

と
区
民
に
我
慢
を
押
し
つ
け
、
特
定

業
者
に
は
優
遇
で
ム
ダ
使
い
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　党
区
議
団
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
生
活
相
談
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
る
区

民
の
声
を
活
か
し
、
雇
用
、
子
育
て
、
医
療
・
介
護
、
ム
ダ
使
い
を

な
く
す
な
ど
の
改
革
を
提
案
し
て
、
区
政
を
動
か
し
て
き
ま
し
た
。

　日
本
共
産
党
は
、
区
民
の
切
実
な
願
い
を
実
現
し
、
希
望
が
も
て

る
政
治
に
す
る
た
め
決
意
新
た
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

決意新たに決意新たに決意新たに 区
民
の
願
い
実
現
の
先
頭
に
！

区
民
の
願
い
実
現
の
先
頭
に
！
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　厳しい雇用情勢の中で日本共産党
は、中小企業への支援を強めるとと
もに、新卒者、卒業後しばらくたっ
ている人、高年齢者までの雇用対策・
就労支援の拡充を求めました。
　区は、東京商工会議所や工業会連
合会への要請行動、また高校生の就
労を促進するために学校訪問、就職
説明会等を行っていることを明

らかにしました。

　肢体不自由児者の通所施設は定
員数の空きがなく、今後特別支援
学校を卒業する生徒の行き場がな
い状態で増設が必要と質問。卒業
しても安心ができるようにするこ
とは、本人、家族にとって大事な
ことです。
　区は「平成25年度及び27年度
に建設着手を予定して」いると答
えました。

　公害健康被害患者の方はインフ
ルエンザにかかると重症化しやす
く65歳未満の方への予防接種助成
が切実な願いで、日本共産党も要
求してきました。12月の議会で、
ついに助成実施のための補正予算
が提出され実現しました。

　12年間にわたっ
て国民の賃金が下がり
続け、デフレ（継続的な
物価下落）を生み出し、公共
工事の労務単価も10年間で3000
円も下がっています。
　日本共産党はくらしと雇用を守
り経済の着実な成長のためにも、
公共工事の労務単価や公共調達の
労働者の賃金を適切に保証する公
契約制度の有効性について質問し
ました。
　区は「労働条件の保障等のため
公契約に関する制度を整備するこ
とは有効」と答え前進しました。

新成人に、希望の持てる社会の実現を呼びかける

安心して住み続けられる公営住宅を求め
東京都と交渉

2011年度の予算要望を区長に提出

公害患者の
インフルエンザ
予防接種

就労支援が前進

「公契約制度
は有効」と
答弁

障害者の
通所施設増設

公害患者の
インフルエンザ
予防接種

就労支援が前進

「公契約制度
は有効」と
答弁

障害者の
通所施設増設

　12
月
に
開
か
れ
た
足
立
区
議
会
第
４
回
定
例
議

会
で
日
本
共
産
党
は
、
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
問

題
を
追
及
し
ま
し
た
。

　東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
は
足
立
区
千
住
一
丁
目
の

旧
足
立
区
役
所
跡
（
区
有
地
）
に
建
て
ら
れ
た
綜

合
商
事
株
式
会
社
所
有
の
民
間
施
設
で
す
。

　地
下
１
階
、
地
上
22
階
建
で
、
平
成
18
年
３
月

に
で
き
ま
し
た
。

　綜
合
商
事
（
株
）
は
、
日
本
最
大
の
警
備
保
障

会
社
「
綜
合
警
備
保
障
」
の
筆
頭
株
主
で
す
。
区

が
評
価
額
18
億
円
の
区
有
地
に
50
年
の
定
期
借
地

権
を
設
定
し
て
貸
し
た
土
地
の
上
に
、
建
物
を
建

て
ま
し
た
。

　足
立
区
は
、
土
地
を
定
期
借
地
で
貸
す
場
合
、

評
価
額
の
１
割
の
権
利
金
お
よ
び
１
割
の
保
証
金

を
徴
収
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
綜

合
商
事
に
対
し
て
は
合
計
３
・
６
億
円
免
除
（
ゼ

ロ
）
と
し
ま
し
た
。

　こ
の
こ
と
に
つ
い
て
代
表
質
問
で
確
か
め
た
と

こ
ろ
、
区
は
認
め
ま
し
た
。

　次
に
、
土
地
を
借
り
る
場
合
に
は
地
代
を
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
綜
合
商
事
に
対
し
て

は
相
場
の
半
分
以
下
に
減
額
し
ま
し
た
。

　当
時
区
有
地
の
「
学
び
ピ
ア
」
が
あ
る
場
所
に

住
宅
を
作
る
事
業
者
に
対
し
て
区
は
、
地
価
評
価

額
の
２
・
５
％
（
年
額
）
を
設
定
し
ま
し
た
。

　し
か
し
綜
合
商
事
に
対
し
て
は
１
・
08
％
と
し

ま
し
た
。
差
額
は
50
年
で
12
億
７
８
０
０
万
円
に

な
り
ま
す
。

　代
表
質
問
で
区
は
「
学
び
ピ
ア
」
の
土
地
は
一

般
借
地
権
だ
か
ら
比
較
は
で
き
な
い
と
の
べ
答
弁

を
避
け
ま
し
た
が
、
定
期
借
地
で
も
２
％
程
度
が

一
般
的
で
、
明
ら
か
に
１
・
08
％
は
安
す
ぎ
ま
す
。

　さ
ら
に
区
は
綜
合
商
事
に
対
し
て
は
、「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
事
業
と
い
う
名
目
で
毎
年
９
８
０

０
万
円
の
お
金
を
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

　20
年
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
合
わ
せ
る
と

19
億
６
０
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

　以
上
を
合
わ
せ
る
と
36
億
円
（
区
民
の
税
金
）

も
の
優
遇
と
な
り
ま
す
。

　そ
も
そ
も
こ
う
し
た
優
遇
措
置

は
、
綜
合
商
事
が
区
内
産
業
の
振

興
に
資
す
る
施
設
を
つ
く
る
と
区

と
協
定
を
結
ん
だ
た
め
で
す
が
、

で
き
た
建
物
は
、
八
割
が
綜
合
商

事
の
収
益
事
業
の
た
め
の
施
設
で

し
た
。
し
か
も
産
業
振
興
の
中
心

施
設
と
い
わ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

（
編
集
映
像
工
場
）
は
消
え
、
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　協
定
に
反
す
る
事
態
で
、
実
態
は
た
だ
の
「
貸

し
ビ
ル
」
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　天
空
劇
場
（
一
日
34
万
円
）
と
会
議
室
（
一
日

９
万
円
）
は
区
民
利
用
を
優
先
す
る
と
区
か
ら
毎

年
９
８
０
０
万
円
が
綜
合
商
事
に
支
払
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
大
変
使
い
づ
ら
く
、
天
空
劇
場
は
３
割

台
の
利
用
率
で
す
。

　使
っ
て
い
な
く
て
も
区
が
お
金
を
払
う
の
で

「
空
気
に
１
日
34
万
円
払
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の

だ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　天
空
劇
場
は
バ
ン
ケ
ッ
ト
（
宴
会
）
機
能
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
外
部
か
ら
の
ケ
ー
タ
リ

ン
グ
（
料
理
の
持
込
）
は
認
め
ら
れ
ず
、
ビ
ル
所

有
者
の
配
偶
者
が
経
営
す
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
店

（
同
館
20
階
）
か
ら
し
か
運
べ
ま
せ
ん
。

　区
と
綜
合
商
事
の
結
ん
だ
協
定
で
は
、
お
互
い

が
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
目
的
に
沿
っ
て
最

適
に
な
る
よ
う
協
議
を
行
う
「
最
適
化
条
項
」
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　本
来
の
協
定
や
目
的
に
反
す
る
事
態
を
改
め
、

「
最
適
化
」
す
る
た
め
協
議
し
、
契
約
も
変
更
す
べ

き
で
す
。

　日
本
共
産
党
は
こ
う
し
た
立
場
か
ら
質
問
し
、

強
く
求
め
ま
し
た
。

千
住
に
あ
る
民
間
施
設

千
住
に
あ
る
民
間
施
設

地
代
は
１２
億
円
も
減
額

地
代
は
１２
億
円
も
減
額

え
っ
?!
空
気
に一日
34
万
円

え
っ
?!
空
気
に一日
34
万
円

権
利
金
と
保
証
金
は

　
　
　
３・
６
億
円
免
除

権
利
金
と
保
証
金
は

　
　
　
３・
６
億
円
免
除

そ
の
う
え
２０
年
間
で

　
　
約
20
億
円
を
投
入

そ
の
う
え
２０
年
間
で

　
　
約
20
億
円
を
投
入

「
最
適
化
条
項
」に
も
と
づ
い
て

契
約
を
変
更
す
べ
き

「
最
適
化
条
項
」に
も
と
づ
い
て

契
約
を
変
更
す
べ
き

協
定
に
反
し

「
貸
し
ビ
ル
」同
然
に

協
定
に
反
し

「
貸
し
ビ
ル
」同
然
に

民
間
施
設
に
36
億
円
規
模
の
優
遇

民
間
施
設
に
36
億
円
規
模
の
優
遇

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
問
題
自民・公明

と

民主が

支える区政
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